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令和３年度 社会教育事業について 

 

1. 教育委員会における社会教育事業 

社会が激しく変化し複雑になる中で、子育て、健康・医療・介護、職業、情報社会、安全・防

災、環境問題、消費生活等、様々な課題に関する知識や能力を身につけることが必要。 

社会教育事業の実施にあたり、それぞれの分野を所管する部署と必要な連携・協力を行い

ながら、講座や教室の開催や、読書環境の充実を通じて、基礎的な知識・技術の学習機会の

提供に取り組んでいく。（参考：枚方市機構図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育政策課＞ 

2. 令和３年度 社会教育事業（案）について 

（１） 社会教育人権啓発事業 

① 社会教育（人権）講座 

文化や習慣、お互いの違いを理解し、尊重することの大切さについて考える機会を提供する。     

【令和３年度（案）】※令和２年度案を繰越実施 

テーマ：「大阪のおばちゃん」のスーパーコミュニケーション術！ 

～まぁるい関係が何よりおトク！～ 

   ※H31、R２年度 新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止。 

関連部署：人権政策室、観光交流課                          
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② 朝鮮語教室  

ハングル学習を通じて、隣国である朝鮮半島の文化等を理解し、同じ地域社会の構成員と

しての交流を深め、多文化共生社会を醸成するとともに、国際交流の推進を図る。 

【令和３年度（案）】 

 例年どおり実施。但し、開講延期し、６月 25 日から実施予定。参加人数 40 人。 

【令和２年度】                                                        

クラス名 期間 内容 参加人数 

初級クラス 
（週 1 回、計 22 回） 

 
通年 

・文字・発音と簡単な会話を学習 
・ハングルの学習を通じて朝鮮半島の文化等を学ぶ 

24 

※当初計 40 回の開催予定だったが、新型コロナウイルス感染症の影響により 18 回分を中止。 

関連部署：観光交流課 

 

③ 枚方市日本語・多文化共生教室「よみかき」 

日本語の読み・書き等ができないため、日常生活に困っている方々へ学習機会を提供する

と共に、互いの文化等を理解し合い、地域で生きがいを持って暮らせる社会作りを目的とした

地域識字・日本語教室。市民との協働事業。 

【令和３年度（案）】 

 例年どおり実施。但し、４月 26 日から一時中断。６月 22 日から順次再開予定。 

 今年度より、牧野及び津田生涯学習市民センターの金曜日教室を土曜日へ変更。 

【令和２年度】                                               

会 場 
楠葉生涯学習 
市民センター 

サンプラザ 
生 涯 学 習 
市民センター 

蹉跎生涯学習 
市民センター 

牧野生涯学習 
市民センター 

津田生涯学習 
市民センター 

菅原生涯学習 
市民センター 

合計 

開 催 曜 日 
時 間 

木・土 
10 時～12 時 

木・土 
19 時～21 時 

火・金 
10 時～12 時 

火・木・金 
10 時～12 時 

水・金 
10 時～12 時 

火 
10 時～12 時 

金 
19 時～21 時 

実 施 回 数 51 40 48 70 59 59 327 

延参加人数 302 352 212 151 144 123 1,284 

※R２年度 R２年４月１日～６月 30 日、12 月７日～R３年２月 28 日 新型コロナウイルス感染症の影響

により休止。 

関連部署：観光交流課 
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④ 講座「生きること」（共催事業） 

講師の方の様々な経験や生き様を語っていただき、受講する方に「生きること」について考

える機会を提供することで、人権意識の高揚に繋がるよう実施。 

人権政策室、文化生涯学習課、NPO 法人枚方人権まちづくり協会との共催。 

【令和３年度（案）】 連続講座のうち１回を教育政策課が担当。 

（候補）性的虐待、DV、子育て 

【令和２年度】                                                                                      

テーマ 講師（敬称略） 参加人数 

娘が不治の難病と診断されました。～『レット症候群』を
ご存知ですか 

認定 NPO 法人 レット症候群支援機構 
代表理事 谷岡 哲次 

51 

米軍人の父とウチナーンチュの母の子として生まれて
～人との出会いの中で沖縄と向き合えるように 

東大阪市在住 
大矢 和枝 

46 

在日 3 世としてウトロに関わって～そこから見えた人権
と日本社会 

南山城同胞生活相談センター代表 
金 秀煥 

49 

人は人によって救われる～25 年間の震災ボランティア
活動から 

NPO 法人 阪神淡路大震災よろず相談
室 前理事長 牧 秀一 

54 

※啓発記録冊子の発行：令和 2 年度講座｢生きること｣ 1,000 部。                  

関連部署：人権政策室、文化生涯学習課 

 

（２） 社会教育主催事業 

① 社会教育基礎講座（人権、家庭教育支援以外の社会教育） 

人が地域で生活していくために必要な基礎的な知識や技術を学ぶ機会を提供する。 

【令和３年度（案）】 

事業名：地域歴史講座（枚方市文化財課との共催事業） 

これまで地域の歴史に触れたことのない初心者向けに市内を７つの地域に分けて歴史を

解説する。令和２年度から継続実施。全７回中、令和３年度は６回実施予定。 

【令和２年度】                                            

テーマ（事業名） 参加人数 保育人数 

地域歴史講座 第 1 回 初歩の初歩 蹉跎の歴史 25 - 

もしものときのための応急手当講座 16 1 

関連部署：テーマに関連する部署  
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② 家庭教育支援事業 

関連部署：子ども青少年政策課、ひらかた子ども発達支援センター 

イ) 子育て応援・親学び講座 

大阪府の養成講座を修了した「親学びリーダー」が進行役となり、幼少期の子どもがいる子

育て世代の参加者同士の話し合いを通じて、自らの子育てを振り返る機会を提供し、参加者

に子育てに関する気づきを促すことが目的。 

【令和３年度（案）】 

子育て応援・親学び講座 ：市民講座、親学びリーダー派遣事業 

【令和２年度】 

親学びリーダー派遣事業・・・・枚方なぎさ高等学校 ２講座 延べ 122 人参加 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、市民講座は中止。 

 

ロ) 親を考えるセミナー 

親としての力量を高め、子どもとの関係を良好にすることが目的。 

【令和３年度（案）】※令和２年度案を繰越実施 

テーマ：私にわかる方法で教えて～発達障害絵本「学校コワイ」に込めた思い～ 

※R２年度 新型コロナウイルス感染症の影響により、開催中止 

 

ハ) 思春期セミナー 

思春期の子どもの特徴と意思疎通のためのノウハウ、思春期の子どもをめぐる社会状況等

の理解を促すことを目的とする。 

【令和３年度（案）】  テーマについて、企画中。  

【令和２年度】 

事業名 参加人数 保育人数 

スマホが思春期に与えるホンマでっか！な影響について 9 - 
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ニ) 親子で参加講座 

親と子が協力し、一つのことを成し遂げたり、何かを作ったりする機会を提供することで、親

子のコミュニケーションを促進する講座等を開催する。 

【令和３年度（案）】 

・親子で楽しもう！ＬＥＤ工作教室（８月開催予定） 

・リサイクル木工教室（３月開催予定） 

【令和２年度】 

事業名 参加人数 保育人数 

親子でアート！ビーチグラスでモザイク画を作ろう！！ 12 組 34 - 

親子でマジシャンになろう！親子のコミュニケ―ションマジック講座！ 12 組 32 - 

 

ホ) 家庭教育講演会（枚方市ＰＴＡ協議会との共催事業） 

子どもの成長や学びを支える為、学校・家庭・地域との連携や協力を行うことを目的とする。 

【令和３年度（案）】  テーマについて、企画中。 

※R２年度 新型コロナウイルス感染症の影響により、開催中止 

 

ヘ) 乳幼児家庭の教育力向上に向けた講演会 

令和３年度は、大阪府の制度を活用し、府と共催で子どもの「非認知能力」の育成につい

ての講演会を実施。10 月開催予定。 

 

新 規 

（３） 成年年齢引き下げに伴う啓発事業 

令和４年４月から成年年齢が 18 歳に引き下げられる。成人となることで生ずる権利と義務等

について自覚を促す取組みを検討する。 

啓発方法について、検討中。 

関連部署：消費生活センター等 
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＜中央図書館＞ 

令和３年度の図書館の取組み等について 

1. 枚方市立図書館第４次グランドビジョンに基づく取組みについて 

① 電子図書館サービスについて 

    ＩＣＴの進展及びコロナ禍における新しい生活様式にも対応した図書館サービスとして、令

和３年７月から電子書籍の貸し出しを開始し、市民が自宅や出先から 24 時間いつでも電子

書籍を活用できるよう、利便性の向上を図ります。 

② 小学校への学校司書配置について 

   令和３年４月から児童生徒の読書習慣の確立や情報活用能力の育成をめざし、全 19 中学

校に加え読書活動研究推進校に指定された市立小学校 12 校に学校司書６人（２校兼務）を

配置することで、小学校における学校図書館機能の向上及び充実を図ります。 

※計画の進捗状況を次回に提示予定。 

 

2. 第４次枚方市子ども読書活動推進計画について 

子どもたちがあらゆる機会と場所において自主的に読書活動を行うことができる環境の

整備を一層推進するため、子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項に基づき、

また、国・大阪府の子ども読書の推進に係る計画、枚方市立図書館第４次グランドビジョン

等を踏まえ、令和４年３月に計画期間の終期を迎える第３次に続く第４次枚方市子ども読書

活動推進計画の策定を進めるものです 

「第３次 枚方市子ども読書活動推進計画」（以下「第３次計画」という。）では、経済格差

や障害の有無にかかわらず「すべての子どもたちに読書の楽しみを」の考え方に基づき、乳

幼児期から学齢期、ヤングアダルト期に至る各発達段階の読書活動や、障害等のある子ど

もの読書活動の推進、市民との協働や職員の人材育成などを主な取組として推進してきま

した。 

また、ＩＣＴ技術が急激に発展し、グローバル社会がさらに進展している現在、我が国がこ

れからも発展を続けるためには、これからの時代を担う子どもたちが、ＡＩを活用し物事を処

理するということだけではなく、ＡＩには難しいとされる読解力・コミュニケーション能力や、国

内外での活躍に求められる能力を養うことが必要です。これらのことから、協調性や主体性、
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規範意識や共感性、自己肯定感や探求心などの能力も含めた「生きる力」を育成していか

ねばなりません。 

「第４次 枚方市子ども読書活動推進計画」においては、第３次計画の成果と課題ととも

に、読書を通じた子どもの生きる力の育成や、全ての児童生徒に配備したタブレット端末の

活用を図っていく観点から、子どもの発達段階や生活の場（家庭・学校・地域）に応じた、新

たな読書活動のあり方や具体的な取り組みなどについて、まとめる予定です。 

スケジュール（予定） 

令和３年５月 
教育委員会にて計画の策定を報告 

教育子育て委員協議会にて計画の策定を報告 

６月～７月 子どもとその保護者への子ども読書活動に係るアンケート実施 

10 月 社会教育委員会議から意見聴取 

10 月 教育委員会にて計画素案の報告 

11 月 教育子育て委員協議会にて計画素案の報告 

12 月 パブリックコメントの実施 

令和４年１月 教育委員会にて計画案の報告 

２月 教育子育て委員協議会にて計画案の報告 

３月 第４次枚方市子ども読書活動推進計画を策定・公表 

 

3. その他  

① 香里ケ丘図書館開館後の運営状況について 

   令和２年７月 22 日リニューアルオープン 

（開館初日） 

入館者数 2,040 人、利用者数 811 人、貸出冊数 3,321 冊、新規登録者数 108 人 

（令和３年５月末累計） 

入館者数 207,216 人、利用者数 121,416 人、貸出冊数 384,344 冊 

※ただし令和２年 12 月７日～令和３年２月 28 日 緊急事態宣言発令に伴い臨時休館 

新型コロナウイルス感染症対策のため一時臨時休館による予約受け渡しサービスの

みの縮小サービスとなりましたが、近隣の商業施設等と連携したイベントの実施やみどり

の広場での青空おはなし会の実施など、香里ケ丘図書館の特性を生かしたサービスを
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展開し、開館後、多くの市民にご利用いただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

（香里ケ丘図書館 外観） 

 

 

 

 

 

 

 （近隣商業施設との連携企画）   （香里ケ丘中央公園みどりの広場の特集展示）    （YA コーナー） 

 

 

② 香里ケ丘図書館周辺３分室閉室後の代替サービスについて 

       香里ケ丘図書館周辺３分室を令和３年２月末で閉室し、閉室後の図書館サービスとし

て、令和３年４月より、各分室近くと隣接する小学校入口にて自動車文庫（ひなぎく号）も

しくは、リフト付き１ＢＯＸ（カワセミ号）による巡回を実施。実質週に一度巡回を実施してい

ます。 

令和３年 ２月末 ３分室（東香里・釈尊寺・茄子作）閉室 

３月末 建物所有者への返還（釈尊寺・茄子作分室） 

４月以降 東香里分室跡を東香里自治会に無償貸与。 

自治会による有効活用を開始 

３分室周辺への自動車文庫運行開始 

ひなぎく号とカワセミ号で巡回するステーションを増設 
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東香里ステーション（東香里元町会館前）          カワセミ号  

東香里小学校ステーション（東香里小学校正門前）    ひなぎく号 

茄子作ステーション（茄子作保育所横公園内）       ひなぎく号  

釈尊寺ステーション（釈尊寺団地管理事務所前）     カワセミ号  

川越小学校ステーション（川越小学校正門内）       ひなぎく号  

春日小学校ステーション（春日小学校正門内） 既存）  ひなぎく号  

 

 

 

    

 

 （ひなぎく号）           （カワセミ号） 

 

 

 

 

（東香里ステーション）     （釈尊寺ステーション） 

 


